
学校名     薩摩川内市立高来小学校 校長名      岩元　秀光

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 6
(1) Ｂ 4 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 2
(1) Ｂ 3 Ｂ 10

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 8
(2) Ｂ 5 Ｂ 4

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 7
(2) Ｂ 7 Ｂ 5

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 9 Ａ 6
(3) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 8
(4) Ｂ 6 Ｂ 4

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 8
(5) Ｂ 6 Ｂ 3

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 3
(5) Ｂ 4 Ｂ 9

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ 1 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 3
(7) Ｂ 6 Ｂ 7

Ｃ Ｃ 2
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 5
(7) Ｂ 6 Ｂ 7

Ｃ 2 Ｃ
Ｄ Ｄ
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番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

・学校だよりやＰＴＡ
活動等の機会を利用し
て、周知・理解を継続
していく。

・学校だよりが毎回地域
へ回覧され、学校の教育
活動等がよく伝わってい
る。
・学校の様子がよく分か
る。

3.6 3.5

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し改善
に向けて努力して
いる。

・各種評価テスト
90％、活用力70％、
「チャレンジかごし
ま」等、目標を設定し
た取組の継続を行う。

・それぞれに結果分析が
なされ、努力している姿
がうかがえる。

3.7 3.2

3

　子供たちは、
「学校が楽し
い」と感じ、生
き生きと学校生
活を送ってい

・80％の児童が「そう
思う」と回答するよう
魅力ある学校づくり
（居場所づくり・絆づ
くり）に努める。

・元気よく学習活動に参
加し、学校生活を楽しん
でいるようである。

3.5 3.7

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

・毎週の連絡会での情
報共有・課題解決への
取組の継続を行う。ま
た、人権を意識した指
導を今後も行う。

・いじめのない学校づく
りの日や教育相談の計画
的な実施、家庭との連携
を図るなど、積極的な取
組が見られる。

3.4 3.6

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

・職員の意識は高く、
避難訓練等で「自分の
命は自分で守る」こと
の指導を発達段階に応
じてさらに行う。

・交通安全教室、防災訓
練・集団下校等計画的に
実施し、細心の注意が払
われている。非常によく
取り組んでいる。

3.8 3.5

6

　教職員は、子供
と望ましい関係を
築いており、保護
者や地域との交流
が図られている。

・発達支持的生徒指導
に努めていく。
・保護者とは連絡を密
にとるよう努めてい
く。

・学校だより等で子供たち
の様子を分かりやすく伝え
るなど、良好な関係を続け
ている。
・休み時間も子供と一緒に
よく遊んでいる姿が見え

3.3 3.7

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

・備品等の整理整頓に
努める。
・今後も計画的な緑
化、職員作業等を行
う。

・古い施設にもかかわら
ず、校舎内の整理整頓が
よく工夫されている。

3.5 3.6

8

　学校の施設・
設備は定期的に
点検され、安全
な状態が保たれ
ている。

・今後も安全点検後の
迅速な処置を行う。

・校内の整理整頓の状況
からみて、定期的な安全
点検がなされ安全な状態
が確保できていると思
う。

3.2 3.3

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

・学校だより等で特集
を組んで周知してい
く。

・学校だより等を通して
保護者・地域にも知らさ
れている。

3.5 3.1

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

・地域学校協働活動
（学校応援団等）をさ
らに進めていく。
・保護者との関わりを
強化していく。

・保護者や地域の協力・
支援はよくなされている
と思う。

3.1 3.4



学　　校　　名
薩摩川内市立高来小学校

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 7
(6) Ｂ 9 Ｂ 3

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 10 Ａ 5
(6) Ｂ 1 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 5
(6) Ｂ 3 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 7
(2) Ｂ 5 Ｂ 2

Ｃ 5 Ｃ
Ｄ Ｄ

様式６ 令和５年度　学校関係者評価結果　　　　　　　　　　　　　　№２

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

11

　小中一貫教育
は、小中間の交流
活動等が効果的に
行われ、成果が現
れている。

・交流活動については
効果的に行われている
が、成果に結びつくよ
うな手立てを今後検討
していく。

・平成校区あいさつデー
等、諸活動・研究がよくな
されており、成果もよく表
れている。
・望ましい姿であるが、教
職員の負担になっていない

3.2 3.5

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えている。

・成果は出ているが、
今後は事前の走り方指
導を実施する等、方法
の見直しを検討する。

・持久走大会に合わせ、
県下一周駅伝「川薩チー
ム」を迎えての元気塾
は、子供たちにやる気を
起こさせたと思う。

3.9 3.5

13

　英語の授業で
は、子供も教師も
笑顔でコミュニ
ケーション活動を
行い、英語力が身
に付いている。

・今後もＡＬＴやＥＳ
Ｔと連携を図り、楽し
い授業になるように努
めていく。

・ＡＬＴやＥＳＴの効果
的な活用により、聞く、
話す活動を中心とした学
習がなされていると思
う。

3.7 3.5

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

・発達段階に応じて、
あいさつの必要性や声
かけを継続的に指導し
ていく。

・不審者対応が浸透して
いるのか、地域で積極的
にあいさつする子供たち
は少ない。学校でのあい
さつはよい。

2.6 4


